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和洋 愛のかたち
 ～なみだの浪曲vsオペラの情熱～
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（ひと）よ」で歌い上げ、続いて小圓嬢さんが「世間
の人様から、お里は器量良しじゃ、べっぴんじゃと、
誉めていただける其方が不憫。狼谷へ身を投げて
私ゃあの世へ参ります」と、沢市の身投げシーンへ
と畳み掛ける。それを合図に力のこもったピアノが
入り、清原さん歌うは「さらば愛の家（オペラ・蝶々夫
人）」。蝶々夫人を残して帰国するピンカートンの歌
だが、清原さんが朗々と歌えば歌うほど、自己犠牲と
はいえ男の身勝手が強調され、憎 し々く感じてしまう
ほど。物語の世界に引き込む演出の妙である。
　上演を主催した関西・大阪21世紀協会の堀井
良殷理事長は、「普段の公演では見ることのできな
い実験的な試みも楽しんでもらいたい」と言う。浪
曲とオペラの共演は、イタリア語が分からない身に
は、心象世界（アリア）から現実世界（浪曲）へと感
覚がスリップする不思議な体験。万雷の拍手のな
かで、愛は純粋で美しいがゆえに、哀しい一面もあ
ることを悟らされた気がした。

（ライター 三上祥弘）

　「オペラのムードに違和感なく入り込めた。清原
さんに頼ってやりました」と京山小圓嬢さんが褒め
れば、「浪曲の感情や情景が目に浮かび、芝居がし
やすかった。共演できて光栄」と清原邦仁さん。昨
年10月29日、クラブ関西（大阪市北区）で開催さ
れたアート・アセンブリー2013「なみだの浪曲vsオ
ペラの情熱」で、二人はそう語ってお互いを讃えた。
　演目は文楽や講談でも有名な『壺阪霊験記』。
そのクライマックス、盲目の夫・沢市が、壺阪寺観
音様の霊験で光を得ようと恋女房・お里を伴って
急な山道を行くうち、自分がいては生涯お里に苦
労をかけると考え、腹痛と偽ってお里を家に返し自
分は谷に身を投げる。そうとは知らず薬を取って戻
ったお里。「目の見えないのに一人で死んで、弥
陀の浄土に行く道は、誰を頼りに行かしゃんす」と、
沢市の後を追って自らも谷に身を投げるが…。
　愛する人の幸せのためには自己犠牲も厭わな
いという浪曲（日本人）の哀しさと、愛する人に思い
の丈を伝えようと腐心するオペラ（イタリア人）の情
熱。和洋で異なる愛のかたちをどう昇華させるのか。
ピアノ（佐藤節子さん）の静かな調べに促され、沢
市演じる清原さんの、「私を泣かせてください（オペ
ラ「リナルド」ヘンデル作曲）」で幕が開く。
　高ぶる感情を抑えつけるような理知的な歌いぶ
り。目を閉じ、偽りの腹痛で悶絶する清原さんの仕
草に、沢市の哀しい決意が伝わる。それが終わると
小圓嬢さんの出番。夫のために薬を取りに戻るお
里の不安を語り、三味線（沢村さくらさん）の乾い
た音色が緊張感を掻き立てる。清原さんは、そんな
お里の健気さを「CARO MIO BEN～いとしい女

アート・アセンブリー ： 関西・大阪を拠点に活動する優れたアーティストを各界のリーダー
に紹介し、アーティスト支援の輪を広げることを目的としたサロン風上演会。2010年
から一般社団法人クラブ関西の協力を得て、現在の形で毎年秋に実施している。

京山小圓嬢さん
　京山小太夫に師事し、1948年に初
舞台。以来66年、関西浪曲界の牽引
役として精力的に活躍。大ベテランらし
いメリハリの利いた啖呵（セリフ）と絶
妙なリズム感のある節（曲）で深い情念
を表現する。1999年大阪府知事表
彰、2013年一心寺門前浪曲寄席「壺
阪霊験記」で大阪文化祭賞受賞。
2013年度文化庁芸術祭大賞受賞。

清原邦仁さん
　1974年生まれ。大阪音楽大学音楽
学部声楽科卒業、同専攻科修了。同
大学院オペラ研究室修了。日本各地
のオペラ公演にソリストとして出演し、
幅広い役柄を好演。2005年大阪舞台
芸術新人賞、2013年関西歌劇団第
95回定期公演「仮面舞踏会（リッカル
ド役）」で大阪文化祭賞奨励賞受賞。

イベント報告
関西・大阪21世紀協会が2013年度後半に主催したイベントを中心にご報告いたします。

　絵画、イラスト、彫刻など、一般公募の中から選ばれた60組が出展。アート
ストリームアワードでは、大賞（副賞30万円）に銀影さん（クラフト）、奨励賞
（副賞10万円）に今村知也さん（映像）ほか2名、企業・ギャラリー賞（制作依
頼など特典付き）にハタヤママサオさん（イラスト）ほか10名が選ばれた。銀
影さんは、珊瑚の樹海に迷い込んだ友人を助けにいく仲間の物語を陶土で
表現。審査委員長の絹谷幸二氏（画家・大阪芸術大学教授）から大賞を手
渡され、「作品に込めたストーリーの断片だけでも共感してもらえれば嬉しい」
と喜びを語った。13回目となる今回は、3日間でのべ約3000人が来場し、会
場は連日盛況となった。
主催：アートストリーム実行委員会（関西・大阪21世紀協会、大阪芸術大学、大阪府、大阪市）
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アートストリーム2013
2013 年 11月 15～17日／大丸心斎橋店

　鎌倉時代末期の公卿・武将で、紅顔の美男子であったことから「花将軍」と呼
ばれた北畠顕家（1318～1338）ゆかりの阿部野神社（大阪市阿倍野区）を視
察。同社は、顕家の父で後醍醐天皇の信任厚かった北畠親房（1293～1354）
をご神体とする官社で、父子の墓所でもある。参加者は、戦に次ぐ戦の末21歳
で夭逝した顕家の生涯と、父・親房の苦悩を『太平記（1991年NHK放送）』を
観て振り返り、中塚昌宏宮司の案内で境内を見学。その後、旭堂南青さんによ
る講談『後醍醐天皇』を聴き、戦乱の歴史に思いを馳せた。

南大阪・上町台地フォーラム  「阿部野神社と花将軍」
2013 年 11月 29日／阿部野神社

　アウトドアグッズの有名ブランド「モンベル」の創業者で、アイガー北壁日本人第二登を果たした
ことで知られる辰野氏が、環境スポーツイベント「SEA TO SUMMIT」について講演。カヤック、
自転車、ハイクの3つを手段に水辺から山頂をめざす同イベントの実施状況や、同社の社会貢献
や自然保護活動などが映像を用いて紹介された。講演後の交流会では、辰野氏自身による篠笛
が披露された。

　数々の国際的な現代美術展に携わってきた建畠氏が、インスタレーション（場所や空間を含めた
芸術表現）を中心とした現代アートを紹介。自身が芸術監督を務めた「横浜トリエンナーレ（2001
年）」や「あいちトリエンナーレ（2010年）」を例に、草間彌生やオノ・ヨーコらの作品を紹介し、現代ア
ートの近年の動向や「具体美術協会」に代表される関西の現代アートの歴史が解説された。

　日本の伝統芸能を身近に楽しんでいただこうと、当協会の上方文化芸能運営
委員会が主催。片岡愛之助氏と桂米團治師による軽妙なトークにはじまり、今藤
美佐緒さんをはじめ京都の宮川町芸妓による長唄『二人椀久』、片岡愛之助・上
村吉弥・中村壱太郎氏による藤間勘十郎師振付の歌舞伎舞踊『夕霧伊左衛
門』など、大阪ゆかりの伝統芸能が披露された。

ことぶき花舞台
2014 年 1月 30日／国立文楽劇場

交流サロン 21café

撮影：越田悟全

中塚宮司の案内で境内を見学

旭堂南青さん

辰野 勇氏

建畠 晢氏

銀影さんと作品

 

環境スポーツイベント「SEA TO SUMMIT」について
辰野 勇氏（株式会社モンベル会長兼CEO）
2013 年 11月 29日／ルポンドシェル

現代アートの新しい流れ
建畠 晢氏（京都市立芸術大学学長、美術評論家）
2014 年 2月 24日／Osaka Chaos Cafe（日鉄御堂筋ビル）




